
完了後の評価個表
整理番号 １－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 北海道

地域(地区）名 鶴居村 事業実施主体 鶴居村、鶴居村森林組合等
ふ り が な つる い むら

関 係 市 町 村 鶴居村 管 理 主 体 鶴居村、鶴居村森林組合等

事業実施期間 Ｈ15～Ｈ18（４年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等

鶴居村は、北海道東部の釧路根室流域のほぼ中央、雄阿寒岳東南の山麓に位置し、東
は久著路川を境に標茶町、北西は仁々志別の分水嶺と幌呂原野を隔てて釧路市阿寒町と
弟子屈町、南は釧路湿原をはさんで釧路市と釧路町に接している。

主産業である酪農業に次いで林業が盛んな地域である。

② 森林の現況

当村の森林面積36,708ha（森林率64.2％）のうち、民有林面積は23,146haで森林全体
の63％を占めており、内訳は私有林が20,311ha（88％）、村有林が 2,835ha（12％）と
なっている。

民有林の人工林面積は 6,969ha（人工林率30％）であり、樹種ではトドマツとカラマ
ツが大半を占め、齢級構成では７齢級（35年生）以下の面積が60％(4,167ha)を占めてい
る。

③ 当地区を整備する目的・意識

人工林の多くが７齢級（35年生）以下で除伐及び間伐等の保育を必要としているが、
木材価格の低迷等に伴い、森林所有者の施業意欲が減退しており、森林の有する多面的
機能の高度発揮が懸念される状況にあった。

また、森林経営の基盤となる林道等の路網が不十分であったことから、適切な森林施
業の実施や効率的な木材生産に支障を来していた。

このため、計画的に除伐及び間伐等の森林整備を推進するとともに、路網が必要な森
林において林道を開設することにより、森林の有する多面的機能の維持・増進を図り、
もって森林環境の保全に資することを目的として事業を導入した。

（事業概要）

森林整備 植栽 618ha 下刈 2,457ha 除・間伐 1,239ha 受光伐 35ha

作業路整備 4,472ｍ

森林管理道整備

① 下久著呂線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 1,648ｍ 利用区域面積 298ha
しもくちよろ

② 中 雪 裡 線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 1,240ｍ 利用区域面積 362ha
なか せつ り

③ アシベツ線 車道幅員 4.0ｍ 開設延長 604ｍ 利用区域面積 262ha

総事業費 1,175,414千円 （当初総事業費 1,884,331千円）

① 費用対効果分析の 平成24年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業内容の変更や低コスト化に伴い、事業採択時に比べ総事業費・総費用が減
要因の変化 少となったが、施業面積（便益発生対象区域）の増加により総便益が増加した。

総 便 益（Ｂ） 15,683,642千円 （事業採択時 12,957,013千円）

総 費 用（Ｃ） 2,874,465千円 （事業採択時 3,424,460千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 5.46 (事業採択時 3.78 ）

② 事業効果の発現状 本事業で植栽されたカラマツやアカエゾマツの成長は良好であり、除伐及び間伐等を
況 行った人工林も健全な森林として整備され、森林資源として充実してきている。

林道が整備された区域においては、森林施業の効率化、木材生産の低コスト化が図ら
れた。

③ 事業により整備さ 森林については、森林所有者自ら、又は、森林所有者から経営受託した森林組合が適
れた施設の管理状 正に管理を行っており、特に新たに植栽を行った森林については、その後も下刈り等の
況 保育作業を適切に実施している。

開設した林道３路線については、鶴居村が管理者となって、村が定めた林道維持管理
規程に基づき適正に維持管理しており、この林道を活用することで適切な森林整備が行
われているところである。



整理番号 １－２

④ 事業実施による環 除伐及び間伐等が実施された森林は、不用木の除去や不良木の淘汰等が適切に行わ
境の変化 れ、林内に日光が差し込むこことで明るく健全な林分に改善された。

林道開設による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少などの影響
は見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 林道整備により、作業現場へのアクセスの改善、素材生産の低コスト化等が図られ、
化 森林所有者の森林施業に対する意欲が除々に増進されてきている。

特に当地区では、森林組合が事業主体となり、平成22年度に「森林・林業再生プラン
実践事業」を導入し、持続的な森林経営と間伐等の生産性向上に向けて、地域にあった
作業システムの実践に取り組んでいる。

⑥ 今後の課題等 利用期を迎えつつある森林資源を活用し、持続的な森林経営を実現していく必要があ
るが、木材価格の低迷等により間伐等の実施状況が十分とは言えない状況であることか
ら、森林施業の集約化や路網整備を通じて低コスト化を図り、計画的な森林整備を一層
推進する必要がある。

（地元の意見）
・ 森林整備事業実施による土砂流出の防止、水源涵養機能等の公益的機能の高度発揮に

寄与している。（北海道）
・ 林道の開設後は、散策へ訪れる者が増加してきているとともに、森林災害等の早期発

見に寄与している。（鶴居村）
・ 森林所有者の意識が高まり、作業の一層の低コスト化や搬出間伐の促進等、今後とも

持続的な森林施業の実施に努める必要がある。（森林組合）

評 価 結 果 ・必要性： 森林の有する多面的機能の維持・増進を図るための森林整備が計画的に実施
されていること、造林、保育、素材生産等を効率的に行うためのネットワーク
であり林業の最も重要な生産基盤である路網が整備されたこと等から事業の必
要性が認められる。

・効率性： 森林整備については、喫緊の課題である間伐が優先的に実施していること、
林道整備については、現地に応じた最も効果的かつ効率的な線形の設定に努
め、工種・工法の選定に当たってもコスト縮減に努めていること等から事業の
効率性が認められる。

・有効性： 適切な森林施業の実施により、森林の有する多面的機能の維持・増進に寄与
していること、林道整備により森林整備面積が増加していること、さらに持続
的な森林経営と間伐等の生産性向上に向け、地域をあげた取組に繋がっている
こと等から事業の有効性が認められる。



整理番号 1

事業名：森林環境保全整備事業 　 都道府県名：北海道

地域(地区）名：鶴居村
つるいむら

（単位：千円）

評価額

2,784,074

1,032,388

2,471,175

5,727,170

土砂崩壊防止便益 67,262

環境保全便益 炭素固定便益 1,817,572

木材生産経費縮減便益 1,796

木材生産等便益 460

1,239,144

森林整備経費縮減等便益 415,226

127,322

53

15,683,642

2,874,465

15,683,642

2,874,465
費用便益比 B÷C　＝ ＝ 5.46

森林整備促進便益

災害復旧経費縮減便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益
土砂流出防止便益

維持管理費縮減便益

災害等軽減便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養便益

洪水防止便益
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